MRIを用いた脳機能研究のテクニック by 佐々木 由香
教育講演
MRIを用いた脳機能研究のテクニック
佐々木由香（ハ⊥バード大学医学部）．
講演要旨
MRIを用いた脳の研究は世界的に非常に盛んである。10年前と比較すると、MRIにアクセスで
きる研究者の数も激増してきた。これからのMRIを用いた脳研究は、どのような方向に進むか？
互いに排他的ではないが、大きくわけて、近い将来のMRI脳研究には、2つの潮流があるといえる
だろう。第一は、MRIマシンそのものの高性能化に依存する方向である。例えば、MRIの高磁場
化があげられる。いまやヒト用3テスラマシンは珍しくなく、4テスラ、7テスラマシンも散見す
るほどでになってきた。高磁場化に伴い、空間分解能がより高くなり、これを利用した脳の機能、
構造や領域間の連結に関する研究が盛んになるだろう。第二に、MRIと他の可視化技術を併用する、
マルチモダルニューロイメージングの方向である。高い時間分解能を誇るMEGやEEGは、空間
分解能に劣る。MRIは空間分解能は高いが時間分解能は劣る。そこで、MEGとfMRI、あるいは
EEGと瓜4RIを組み合わせた研究が進むだろう。
上記二つの潮流に、もうひとつ方法論的方向を付け加えるならば、第三として、動物（サル）を
被験体とするfMRIの方向があるだろう。例えば、視覚研究での生理学的基礎は、その大部分をサ
ルのユニットレコーディングからの知見に負ってきた。しかしながら、これらの知見と、ヒト血圧RI
による知見は、必ずしも100％一致するわけではない。そこで、ヒトfMRIの知見とサルのユニッ
トレコーディング知見との間をギャップを埋め、ヒトとサルという異種間被験体における共通性と
相違性を探る掛け橋的研究、すなわち、サルfMRIが増えるだろう。動物fMRIは薬理学的研究に
も応用可能であるため、今後需要が高まると考えられる。
このように、MRIマシンが高性能化し、マルチモダルなニューロイメージングが進み、動物を使
用するようになると、実験計画をたてる心理学者や医学者のみでは、手に負えなくなる。高磁場
MRIの管理や高磁場用コイ）t／の開発や調整には、MRI物理に精通した物理学者が必要になり、異
なる可視化技術間の統合にも、それぞれの可視化技術に通じた工学者や統計学者、コンピュータサ
不エーンティスートなどが必要になる。また、生産される多量のデータ、コンピュータやネットワーク
管理保護、動物のトレーニングや世話などに専従する後方部隊の設置も重要となる。さらに、各分
野から多数の人間が集まると、学際的な活動も高まる一方、リソースをめぐる乳轢がそれなりに生
じるものである。従って、舵取りに優れたリーダーが必要となろう。
つまり、これからのMRIを用いた脳機能研究の成功の鍵には、先鋭化する分業と統合のバラン
スのとれた有機的な研究機構の設立が不可欠となると思われる。私の所属するマサチューセッツ総
合病院マルチノスバイオメディカルイメージングセンターは、これらを実践しつつあるユニークな
研究機構のひとつである。シンポジウムでは、現在マルチノスセンターで開発されている最新の技
術と、それらを取り入れた研究について、私が関わったfMRI研究にも若干触れながら、解説を交
えた紹介を行いたいと考えている。
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